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デングワクチンに関するQ&A 東京医科大学病院 渡航者医療センター

デング熱は、蚊が媒介するデングウイルス（1〜4型）によって起こる感染症で、通常
は3〜6日の潜伏期間の後に発熱、頭痛、筋肉痛、嘔吐などの症状が現れます。特に、
異なる血清型に2度目に感染した場合に重症化しやすいことが知られています。特化し
た治療法はなく、予防には蚊に刺されないよう対策をとることが最も重要です。

デングワクチンは弱毒生ワクチンであり、海外の製品情報では、以下の人は接種不可
とされています。

・過去にワクチン成分でアナフィラキシーを起こした人
・免疫不全の状態にある人、免疫抑制薬で治療中の人
・妊娠中・授乳中の人

日本ではデングワクチンは承認されておらず、国内で接種を受けることはできません。
また、遺伝子組み換え技術を用いた生ワクチンであるため、カルタヘナ法の規制により、
医師の個人輸入による接種も認められていません。一方で、アジア、南米、ヨーロッパ
の一部の国では、このワクチンが承認されており、現地で接種を受けることが可能です。

地域 承認されている主な国

ヨーロッパ 欧州連合（EU）、英国、ノルウェー、スイス

アジア インドネシア、タイ、マレーシア、ベトナムなど

南米 ブラジル、アルゼンチン、コロンビアなど
　（2026年1月24日現在）

区分 国・地域 対象年齢 主な対象集団 補足

国際機関 WHO
（SAGE） 6～16歳 デング熱のリスクが高い地

域に居住する子ども
過去に感染歴があり、流行地域へ
渡航する人にも利益がある可能性

流行国

ブラジル 4～60歳 リスクの高い地域に住む人
特に10～14歳の子ども 幅広い年齢で承認

インドネシア 6～45歳 流行地域に居住する人 アジアで最初の承認国

タイ 4～60歳 流行地域に居住する人 幅広い年齢で承認

ベトナム 4歳以上 流行地域に居住する人 小児中心に接種

非流行国

EU
（欧州連合） 4歳以上

国により対象は異なる
主に既感染者で流行地域へ
渡航する人

非流行国のため、一般住民ではな
く渡航者が中心

英国 4歳以上 既感染者で流行地域へ渡航
する人 EUと同様の方針

　（2026年1月24日現在）

デング熱の予防に有効とされるワクチン「QDENGA」が、海外で使用されはじめてい
ます。2026年2月現在、このワクチンは日本では未承認であり、国内で接種を受けるこ
とはできません。また、QDENGAは遺伝子組み換え技術を用いた弱毒生ワクチンであ
るため、カルタヘナ法の規制により、医師の個人輸入による接種も認められていません。

デングワクチン（QDENGA）
・4種類のデングウイルス血清型すべてを含む弱毒生ワクチン（遺伝子組み換え）
・0日と3か月後の2回接種（1回0.5mL、皮下注射）
・デング熱の感染歴にかかわらず接種可能

デング熱とは

項目 臨床試験の対象年齢は4〜16歳

有効性 接種後30日から12か月　発症予防効果： 80.2%
接種後30日から18か月　入院予防効果： 95.4%

N Engl J Med. 2019;381:2009–2019.

接種後3年(39か月)	 発症予防効果： 62.0%
	 入院予防効果： 83.6%

Clin Infect Dis. 2022;75(1):107–117.

接種後4.5年(57か月)	 発症予防効果： 61.2%
	 入院予防効果： 84.1%

Lancet Glob Health. 2024;12:e257–e270.

※デング熱の既感染者と未感染者では、予防効果に差が生じることが報告されています。
※デングウイルスの血清型によっても、予防効果に差が生じることが報告されています。

安全性 主な副反応は、接種部位の疼痛・発赤などの局所反応や発熱です。
まれにアナフィラキシーの報告があります。

デングワクチン

デングワクチンの有効性や安全性は ?

デングワクチンを接種できない人はいますか ?

どこで接種が可能ですか ?

海外での接種指針は ?


